
か
ら
、
學
校
の
鰹
螢
は
、
思
ふ
様
に
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

榎
小
才
一
―
―
と
申
す
者
も
出
入
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
庭
園
に
就
て
申
し

ま
す
れ
ば
、
今
日
の
文
庫
の
邊
に
は
花
壇
が
あ
っ
て
、
色
々
の
草
花
が
咲

き
箇
れ
て
居
つ
て
ア
ノ
今
日
動
物
園
内
に
屈
す
る
南
方
の
谷
問
は
、
あ
れ

は
後
に
動
物
園
に
貸
し
た
の
で
、
営
時
は
熊
笹
が
繁
茂
し
て
居
っ
た
の
で

あ
る
。
裏
の
方
で
は
今
日
に
て
は
大
分
擦
が
つ
て
居
る
が
、
以
前
は
今
の

大
弓
場
あ
た
り
は
護
國
院
の
境
内
で
あ
っ
て
、
今
の
裏
門
の
並
び
は
錨
金

科
の
錨
物
場
の
出
来
る
為
め
に
後
に
撰
げ
ら
れ
た
の
で
、
前
に
は
裏
門
は

今
の
よ
り
四
五
間
中
程
に
あ
っ
て
、
垣
根
は
今
の
岡
告
館
の
も
の
4

様
な

石
垣
土
手
で
あ
っ
た
。
今
日
裏
門
内
に
長
く
敷
か
れ
た
飛
石
は
、
即
ち
之

の
垣
根
の
石
を
用
ゐ
た
の
で
あ
る
。
サ
テ
最
後
に
申
し
ま
す
が
一
鉢
此
の

美
術
學
校
の
前
身
と
申
す
は
、
小
石
川
植
物
園
時
代
で
あ
り
ま
し
て
、
之

れ
が
歴
史
的
に
申
し
ま
す
れ
ば
紳
代
と
も
史
前
と
も
い
ひ
ま
し
や
う
か
、

此
の
時
代
に
は
逸
話
奇
談
は
中
々
あ
り
ま
し
て
、
随
分
面
白
き
事
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
愈
第
一
期
時
代
と
も
申
し
ま
す
る
は
前
に
略
々
申
上
げ

ま
し
た
様
な
創
業
時
代
で
、
學
校
組
織
や
ら
、
轄
宅
や
ら
で
、
混
雑
な
が

ら
緒
に
つ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
員
柴
左
金
吾
、
加
藤
直
景
と
か
う
突
飛

マ
マ

に
申
し
ま
す
る
と
、
太
閣
記
に
で
も
あ
る
も
の
4

様
で
あ
り
ま
す
が
、
之

れ
は
此
の
學
校
の
神
代
即
ち
小
石
川
植
物
園
時
代
頃
よ
り
の
小
使
の
名
で

あ
り
ま
し
て
、
何
れ
も
一
騎
営
千
の
強
の
者
で
、
小
使
部
屋
に
於
け
る
各

一
方
の
旗
頭
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
此
の
営
時
の
學
校
の
経
費
は
、

た
し
か
一
年
一
萬
二
千
圃
位
と
記
臆
し
て
居
り
ま
す
。
而
し
て
御
雇
教
師

の
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
に
は
、
此
内
か
ら
年
に
六
千
圃
仕
彿
ひ
ま
し
た
の
で
す

第
一
回
生
徒
募
集
は
明
治
二
十
一
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
。
左
記
は
同
年

同
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
広
告
欄
に
掲
載
さ
れ
た
募
集

広
告
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
生
徒
募
集

本
校
普
通
科
第
一
年
級
生
徒
五
十
名
（
今
回
ハ
男
生
徒
二
限
ル
）
ヲ
募
集

ス
本
校
規
則
入
學
規
程
二
照
準
、
ソ
入
學
志
願
ノ
者
ニ
シ
テ
本
校
二
於
テ
試

瞼
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
願
書
二
履
歴
書
ヲ
添
へ
来
ル
十
二
月
十
五
日
ョ
リ

二
十
ニ
マ
テ
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
試
瞼
ハ
同
月
廿
五
日
ョ
リ
之
ヲ
始
ム

入
學
試
瞼
課
目

H
聞
書
作
文
漢
字
交
り
文

⇔

算

術

全

腑

回

日

本

歴

史

大

要

四

臨

需

⑮
圏
按
若
ク
ハ
彫
刻
模
造

H
ロ
ノ
課
目
ハ
尋
常
中
學
校
第
二
年
ノ
程
度
二
準
ス
府
縣
特
選
二
係
ル
者

ニ
就
テ
ハ
此
際
本
校
ョ
リ
府
縣
罷
へ
照
會
シ
置
ヶ
リ
東
京
美
術
學
校

募

集

方

法

第
七
節

生
徒
募
集
、
開
校
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て
を
り
ま
し
た
。
（
下
略
）

（
外
人
女
子
の
入
学
を
認

こ
の
広
告
文
や
「
東
京
美
術
学
校
規
則
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
募
集

方
法
に
二
通
り
あ
り
、

一
っ
は
本
校
に
お
け
る
入
学
試
験
の
実
施
で
あ
り
、
も

ぅ
―
つ
は
地
方
庁
特
選
法
で
あ
っ
た
。
応
募
資
格
は
満
十
六
歳
以
上
、
満
二
十

五
歳
以
下
の
品
行
善
良
、
身
体
強
健
な
る
者
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
性

別
を
制
限
す
る
規
則
は
な
か
っ
た
が
、
右
の
広
告
文
や
或
い
は
地
方
庁
に
配
布

し
た
募
集
要
項
に
は
男
子
に
限
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
事
実
上
、
本
校

は
第
二
次
大
戦
後
ま
で
女
子
の
入
学
を
認
め
な
か
っ
た

め
た
例
は
あ
る
）
。

こ
の
最
初
の
生
徒
募
集
に
応
じ
て
入
学
願
書
を
出
し
た
溝
口
宗
文
は
、
次
の

よ
う
に
当
時
を
回
顧
し
て
い
る
。

（
上
略
）
其
の
入
學
試
験
の
前
に
ち
ょ
っ
と
面
白
い
の
は
入
學
願
書
を
差

出
す
の
に
ど
こ
に
持
つ
て
行
っ
た
か
と
い
ふ
と
、
先
刻
鳥
渡
申
ま
し
た
學

校
創
立
事
務
所
で
あ
っ
た
。
い
ま
の
小
石
川
の
植
物
圏
の
一
番
隅
に
あ
り

マ
マ

ま
し
た
圏
諧
取
調
所
の
小
屋
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
行
く
の
で
し
た
。

い
ま
は
町
に
な
っ
て
を
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
植
物
園
の
前
は
そ
の
頃
全
く

田
圃
で
、
砲
兵
工
廠
の
と
こ
ろ
を
通
つ
て
い
ま
の
指
ヶ
谷
町
あ
た
り
か
ら

左
に
入
っ
て
田
圃
道
を
行
っ
て
植
物
園
内
の
事
務
所
へ
持
つ
て
行
っ
た
の

で
す
。
又
そ
の
と
き
の
書
生
の
風
は
み
な
朴
歯
の
下
駄
を
履
い
て
、
粗
末

な
る
着
物
と
袴
を
着
て
を
つ
た
も
の
で
し
た
が
、
思
ひ
出
し
て
も
現
代
と

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
芳
崖
さ
ん
や
諸
先
生
が
箱
を
描
い
て
お

マ
マ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
圏
粛
取
調
所
と
い
ふ
小
さ
な
札
が
掛
つ

（
「
溝
口
翁
に
明
治
の
美
術
界
を
聴
く
」
『
古
美
術
』
第
十
三
巻
第
十
二
号
。
昭
和
十

臨
画

読
書
お
よ
び
作
文
（
漠
字
交
り
文
）

算
術
（
全
体
）

日
本
歴
史
（
大
要
）

八
年
十
二
月
）

第

一
回
入
学
者
選
抜

第
一
回
入
学
者
選
抜
は
明
治
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
八

日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
志
願
者
総
数
一
三
八
名
。
こ
の
う
ち
本
校
で
受
験

し
た
者
一
―
四
名
、
地
方
庁
特
選
に
係
る
者
二
四
名
。
本
校
で
の
試
験
の
課
目

は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

↓
 

9
,
1

、ロ国四⑮図
案
若
し
く
は
彫
刻
摸
造

H
に
つ
い
て
は
「
画
山
水
を
見
る
の
記
」
と
い
う
題
で
作
文
せ
よ
と
い
う
問

題
が
出
さ
れ
た
。
受
験
生
た
ち
は
、
左
記
の
例
が
示
す
と
お
り
、
各
自
経
験
に

基
づ
い
て
文
章
を
作
っ
た
。

学
科
試
験
答
案

甲
上
掘
山
水
ヲ
観
ル
ノ
記

蒼
崖
百
尺
、
碧
灌
千
尋
、
奔
泉
一
道
深
ク
雲
姻
ヲ
窄
チ
去
リ
、
俯
仰
其

恰
ソ
ト
際
嵯
ヲ
見
ズ
、
岩
二
横
フ
ノ
老
松
槌
播
メ
双
龍
ノ
相
争
フ
ガ
如

ク
、
水
二
激
ス
ル
ノ
盤
石
冗
ト
メ
猛
虎
ノ
谷
二
鳴
ク
ニ
似
タ
リ
、
樹
掩
ヒ

苔
長
ジ
日
暗
ク
雲
閥
シ
人
ヲ
メ
見
ル
／
＼
辣
然
ト
メ
毛
髪
立
チ
府
粟
ヲ
生

セ
シ
ム
之
レ
則
チ
日
光
山
華
巌
ノ
瀑
ノ
品
也
唯
憾
ム
ラ
ク
ハ
其
ノ
何
人
ノ
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